
株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
2024年度の建築設備業界では、首都圏を中心とした大型再開発事業や製造業の生産拠点再構築に伴う

設備投資が堅調に推移しました。一方で、建設資材や人件費、物流費の上昇に加え、施工現場における人
材確保や資材調達の不安定化など、現場運営の効率性や安定性への対応が引き続き課題となっています。
また、非財務分野への対応も、企業価値向上に資する重要な経営課題となっています。

このような中、当社グループの当期の業績は、受注工事高1,538億9千1百万円（前期比9.0％増）、完
成工事高1,376億8千4百万円（前期比7.6％増）、また次期繰越工事高は1,258億6千8百万円（前期比
14.8%増）となりました。利益面につきましては、完成工事総利益220億2百万円（前期比17.7％増）、営
業利益113億4千6百万円（前期比22.9％増）、経常利益119億7千6百万円（前期比23.2％増）、親会社株
主に帰属する当期純利益は96億5千6百万円（前期比34.7％増）となり、各利益指標において設立以来の
最高値を更新しました。

当社グループは、2023年度からスタートした中期経営計画「SNK Vision 2030 PhaseⅡ」が2年目を
終え、社会課題の解決や持続可能な社会の実現に向けた各種取り組みを着実に実行しています。当期の
具体的な取り組みとしては、現場生産性の向上とサプライチェーンの強化のため、独自の物流・加工ネット
ワークシステム「SNK-SOLNet」の運用を首都圏で開始しました。全国展開をすすめるとともに、働きや
すさの向上、デジタル変革も引き続き推進していきます。

また、減災・レジリエンス分野における技術開発の取り組みとして放射線災害に対応できる安全な医療
体制と空調設備の構築を目指し大学との共同研究を行っています。さらに、事業領域の拡⼤・成⻑分野へ
の展開としてスタートアップとの協業やJAXAとの共同研究による宇宙産業への参画、そしてブランディン
グ推進に向けた取り組みとして新たな企業広告を展開しています。

当社グループは、株主の皆さまに対する利益の還元を重要な経営課題の一つと位置づけています。安定
的に株主の皆さまに還元するため、株主還元に関する基本方針として、株主資本配当率（DOE）の下限を
5％に設定しています。また、長期経営方針「SNK Vision 2030」の成長目標をお約束するため、2030
年3月期までの期間は累進配当とすることとしています。当期の年間配当金につきましては、中間配当金
30円とあわせ80円となり、株主資本配当率（DOE）は6.6％となりました。

株主の皆さまには、今後とも引き続きご支援を賜りますようお願い申しあげます。

トップメッセージ

証券コード 1952

代表取締役社長

第56期 事業レポート 2024年4月1日 ─ 2025年3月31日
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トピックス 1

トピックス 2 多用途型簡易クリーンブース「DiverCell®」を㈱OPTMASSが		
阪大研究所へ導入	～透明太陽電池の研究開発拠点に～

宇宙分野におけるイノベーション創出を加速						    
～当社が開発したプレフィルタの性能評価を受託～

当社が開発した多用途型簡易クリーンブース「DiverCell」（ダイバー
セル）が㈱OPTMASS阪大研究所に導入されました。
「DiverCell」は、バイオテクノロジーや半導体関連の研究開発拠

点をはじめ、災害・感染症対策拠点などの幅広い用途で活用される
ことを目指して開発した製品で、清浄度ISOクラス5を確保するとと
もに、陽圧・陰圧の切替えタイプも選択可能です。また、簡単な工
事で移設可能な仕様としています。

㈱OPTMASSは、熱線遮蔽ナノ粒子による吸収波⾧域の制御およ
び窓ガラスとして利用可能な透明太陽電池を開発している大学発ス
タートアップ企業であり、同社の製品は大阪・関西万博においても展
示されています。その新たな開発環境は、高い清浄度の実現と十分
な作業空間の確保、装置性能を維持するためのフレキシブルな室圧調
整、将来的なレイアウト変更への柔軟な対応という複数の条件を満た
す必要がありました。これに対して当社は、これらの条件を充足することが可能な当ブースを提案し、採用にいたったものです。

今後も当社では、「DiverCell」をはじめとする独自技術の提案を通じて、社会課題解決に取り組むスタートアップ企業が開
発や製造するための環境づくりを支援していきます。

2024年度、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）と「有人与圧ローバーを想定したプレフィルタの性能評価」
に関する研究開発契約を締結しました。

今回の契約は、宇宙飛行士やロボットなどが月面における船外活動を行った際に付着する月面土壌レゴリス（月面に積もっ
た岩石由来の粒子やダスト等）を模擬した粉塵を用い、当社が製作するプレフィルタによる粉体除去評価試験を行うもので
す。試験に使用するプレフィルタは、原子力発電所の廃炉作業で発生する放射性粉塵を捕集する目的で当社が開発した円筒
型フィルタを基に、日進技研㈱と共同で企画・開発しました。

また当社は、スタートアップ企業等への出資や資本業務提携を通じた宇宙ビジネスへの取り組みも進めています。気球によ
る宇宙遊覧フライトの商業運航を目指して高高度ガス気球や気密キャビンの設計・開発・製造を行う㈱岩谷技研への出資を
行うとともに、宇宙関連等のディープテック領域を投資対象とするFrontier Innovations1号投資事業有限責任組合へ出資し
ました。

当社は引き続き、宇宙領域をはじめとする新規事業領域への参入を進めるべく、自社での技術開発とともにスタートアップ
企業との協業をさらに強化し、イノベーション創出に向けた取り組みを加速していきます。

外観

プレフィルタ イメージ

外面

内面

開発当時のDiverCell

© ＪＡＸＡ/ＴＯＹＯＴＡ
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経常利益 総資産・純資産親会社株主に帰属する
当期純利益
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ROE（自己資本当期純利益率）
DOE（株主資本配当率）
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｜施工物件紹介｜

｜連結財務ハイライト｜（単位：百万円）

非財務情報は、右記HPをご覧ください。 https://www.snk.co.jp/csr/

東名厚木病院 （神奈川県）

東芝デバイス&ストレージ株式会社姫路半導体工場＃450
（兵庫県）

資本
政策

虎ノ門アルセアタワー （東京都）
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｜会社概要／株主インフォメーション｜ （2025年3月31日現在）

｜株主還元｜

外国法人等……………… 147名
金融機関・証券会社………… 49名

個人・その他………… 12,133名
その他国内法人………… 262名

当社の概要
商 号 新日本空調株式会社

Shin Nippon Air Technologies Co., Ltd.
設 立 年 月 日 1969年10月1日
本 社 所 在 地 東京都中央区日本橋浜町二丁目31番1号
資 本 金 51億5,860万円
従 業 員 数 1,717名（連結）、1,208名（単体）
発行可能株式総数 84,252,100株
発行済株式の総数 48,564,450株
株 主 数 12,591名

株式分布状況

株主メモ
事 業 年 度 4月1日〜翌年3月31日
定時株主総会 6月開催
基 準 日 定時株主総会　3月31日

期末配当　　　3月31日
中間配当　　　9月30日

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内1丁目4番1号　
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168‐0063　東京都杉並区和泉2丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話お問合せ先  0120-782-031
1単元の株式数 100株
公 告 方 法 電子公告の方法により、当社ホームページの下記アドレ

スに掲載して行います。  
https://www.snk.co.jp/
ただし、やむを得ない事由により電子公告をすることが
できないときは、日本経済新聞に掲載いたします。

各種お手続き 氏名・住所変更、単元未満株式の買取等、株式に関する各
種お手続きは、ご利用の証券会社へお問合せください。
なお、未払配当金のお支払いおよび特別口座に関するお問
合せについては、三井住友信託銀行にて承っております。
未払配当金および特別口座に関するお問合せ先
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

 0120-782-031（受付時間：平日 9：00～17：00）
URL:	 https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/
よくあるご質問（FAQ）
URL:	 https://faq-agency.smtb.jp/?site_domain=personal

対象となる株主さま
❶毎年3月31日現在の株主名簿に記録された300株以上の

株式を保有する株主さま
❷毎年9月30日現在の株主名簿に記録された300株以上の

株式を保有する株主さまのうち、2年以上継続して保有して
いる株主さま

優待品・贈呈時期
❶	3,000円相当のカタログギフト	 毎年6月下旬予定
❷	QUOカード2,000円分	 毎年12月上旬予定

株主優待のご案内

配当金推移 （単位：円）

2021年
3月期

2022年
3月期

37.535 40

2023年
3月期

2024年
3月期

50

80

2025年
3月期

※ 2025年1月1日を効力発生日として普通株式1株につき2株の割合で株式分割を実
施いたしました。これに伴い、それ以前の配当についても株式分割後の影響を考慮
し表示しています。

所有数別状況

所有者別株式数状況

100株未満
0.10%

100株以上
5.80%

外国法人等
5.28%

個人・その他
36.48%

金融機関・証券会社
19.18%

1,000株以上
6.13%

100,000株以上
18.75%

500,000株以上
58.99%

その他国内法人
39.06%

10,000株以上
10.23%

ウルトラマンをイメージキャラクターとし
て起 用した企業広告「カイテキヒーロー」を
制作し、2025年3月より動画広告や新聞広
告などで公開しました。動画広告もぜひご覧
ください。

新広告紹介
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